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1. 本ガイドラインについて
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2. 
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項目 概要

定義
システム開発や各種デジタルサービスの提供に当たって、サービスのターゲットユー
ザーの感想や心理など、提供者側が想定しえなかった課題を明確化するテスト

目的
システムやサービスのリリースの前／後でユーザーの意見を取り入れることで、ユー
ザー目線に立ったより使いやすいシステム・サービスを実現する

テストの対象 職員や都民等向けのホームページ、情報システム、アプリ等のデジタルサービス全般

テスター 職場の同僚、知人、家族など、事業者やサービス提供者と直接関係のない人

テストの方法
オフライン型：会議室やイベントスペース等にテスターを集めて実施
オンライン型：PCやスマホなどを使用して、リモートで実施



8

要件定義 設計 実装
結合

テスト等

受入

テスト

β版

リリース

ユーザー

テスト
改修

正式版

リリース

開
発
フ
ェ
ー
ズ

運
用
フ
ェ
ー
ズ

正式版

リリース

ユーザー

テスト
改修

正式版v2

リリース

モックアップを使いイメージを確認
（詳しくは、次ページへ）
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モックアップを使って、完成形のイメージを確認

発注者 事業者



3. 

10



11

テストの計画

テストの実施

改修

目的の設定
タスクの設計
課題管理表の作成
テスターの募集
場所や機材の用意

テスターに対するテストの説明
課題管理表への記入

デジタルサービス局が
ひな形を用意

課題管理表の課題に基づき改修（事業者もしくは職員）
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No
入力
日

入力
者

件名 重要度 コメント 備考

1 〇〇
（サンプル）
予約時の認証タイミングについ
て

High
SMS認証またはメール認証の仕組みを予約後ではなく、予約前に導入したいとの要望。 現状はメールアドレスを誤って入力した場合に修正
不可。 （マイページに入れない・サポートセンター無し、のため。） また、接種券番号についても重複チェックを外す予定であることから、
いたずら登録など複数の登録が可能となってしまうため。

2 △△
（サンプル）
プルダウンメニュー

Mid
都道府県と区市町村はプルダウンメニューを分ける。かつ都道府県は東京都がデフォになると便利かと思います。13を入力すれば東京の自治
体が表示されるわけですが、皆が皆、クーポン券の請求先番号が自治体コードとは思わないかもしれません。

3 ◇◇
（サンプル）
メアド

Low メアドの再入力はあったほうがいいのではないでしょうか

4 ■■

5 △△

6 ◇◇



募集対象 詳細 募集コスト

職場の同僚
・テスト対象のシステム・サービスの担当者以
外の職員に依頼し、協力してもらう

－

家族・友人・知人 ・家族もしくは、友人に依頼し紹介してもらう 小
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まずは都職員をテスターとして、
テストを実施しましょう。
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分かりました

テスターテスト説明者

・〇〇というサイトを見てもらいます。
・使ってみて思ったことがあれば、教
えてください。

テスト主催者側
（職員、ベンダー等）

想定した動きと
違う！？
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No
入力
日

入力
者

件名 重要度 コメント 備考

1 〇〇
予約時の認証タイミングについ
て

High
SMS認証またはメール認証の仕組みを予約後ではなく、予約前に導入したいとの要望。 現状はメールアドレスを誤って入力した場合に修正
不可。 （マイページに入れない・サポートセンター無し、のため。） また、接種券番号についても重複チェックを外す予定であることから、
いたずら登録など複数の登録が可能となってしまうため。

2 △△ プルダウンメニュー Mid
都道府県と区市町村はプルダウンメニューを分ける。かつ都道府県は東京都がデフォになると便利かと思います。13を入力すれば東京の自治
体が表示されるわけですが、皆が皆、クーポン券の請求先番号が自治体コードとは思わないかもしれません。

3 ◇◇ メアド Low メアドの再入力はあったほうがいいのではないでしょうか



4. 参考事例
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皆様からの声

見える化
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改善提案反映

GitHub（ソフトウェア開発のプラットフォーム）
においてオープンソース化
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5. 参考資料
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25

誤った考え方 正しい考え方

ユーザビリティ
高い

ユーザビリティ
高い

ユーザビリティ
低い

ユーザビリティ
低い

サイト
A

サイト
B

サイト
A

サイト
A

ユーザーA

ユーザーB
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ユーザーA

ユーザーC

ユーザーB 課題

発見

原因

分析

改善

施策

効果

検証

サービス
品質

時間

課題

発見

原因

分析

改善

施策

効果

検証ユーザーレビュー
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簡易 本格的

ユーザーコミュニティHPやアプリ等でのレビュー
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（例）ユーザーの分布
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